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会員の活動報告
（平成元年10月～平成2年10月）
伊川徹
61 
教室空間をどう利用するか（中村啓佑•藤田友尚両氏との共同発表）（フランス
語教育を考えるつどい，第19回研究会，於大阪国際交流センター，平成元年12月）
L'element theatral dans l'enseignement (Rencontres Pedagogiques 
du Kansai'90, 第4回研究会，於神戸舞子ヴィラ，平成2年3月）
伊藤誠宏
L'Astr命（第一部）における直説法現在第一人称単数の語末 Sについて（「仏
語・仏文学」第18号，平成元年12月）
小方厚彦
コンコルド和仏辞典（共編） （白水社，平成2年10月）
奥純
Alain Robbe-Grillet の小説における語り手について（「仏語• 仏文学」第18
号，平成元年12月）
柏木治
「アルマンス」とナルシシズムの空間（「仏語・仏文学」第18号，平成元年12月）
クェーコ「あるアヴァン・ギャルドの死体解剖」（翻訳）（「現代思想」 10月号，
青土社，平成元年10月）
神垣享介
「ジョナース」について一絵画的側面を通して一（関西大学仏文学会口頭発表，
平成元年12月）
川神博弘
サルトルの実存的［不安］について（「仏語・仏文学」第18号，平成元年12月）
62 
後藤尚人
読解理論のレトリック (2)(「文化学年報」第9号，神戸大学大学院文化学研究
科，平成2年3月）
関谷一彦
Shoeki Ando et Denis Diderot (「千里山文学論集」第41号，関西大学大学院
文学研究科院生協議会，平成元年12月）
フランス革命とエロティスム（関西大学仏文学会口頭発表，平成元年12月）
武本雅嗣
17世紀のフランス語にみられる関係詞の用法― aが前にある関係代名詞と関
係副詞 otl- (「千里山文学論集」第41号，平成元年12月）
17世紀のフランス語にみられる関係詞の用法について（関西大学仏文学会口頭発
表，平成元年12月）
太治和子
一般文法における冠詞論（「千里山文学論集」第41号，平成元年12月）
18世紀における過去分詞の一致の状況について（「仏語・仏文学」第18号，平成
元年12月）
18世紀における冠詞論（関西大学仏文学会口頭発表，平成元年12月）
田中寛一
ミシェル・フーコーの匿名志向について（関西大学仏文学会口頭発表，平成元年
12月）
中所聖一
意識ならざるもの一 J.-P.サルトルにおける＜生体験＞の概念一（「千里山
文学論集」第41号，平成元年12月）
短篇集「壁」における＜選択＞をめぐって（「仏語・仏文学」第18号，平成元年
12月）
鄭久信
「ボヴァリー夫人」と「村の司祭」一比較対照的読解一（「千里山文学論集」
第41号，平成元年12月）
63 
内藤議博
ルソーと隠された《手》 （その三）一＿「社会契約論」を中心に＿（「りべるた
す」第4号，平成2年1月）
野浪嗣生
私のベスト・アルバム～シャンソンって知ってますか（「関西大学通信」第186-1号，
平成元年1月）
モーパッサンの幻想短編小説（三）（「仏語・仏文学」第18号，平成元年12月）
平田重和
カミュの「異邦人」解釈（その2)(「仏語・仏文学」第18号，平成元年12月）
アルジェとオラン一 A.カミュの小説の舞台を訪ねて① （「周辺」第5号，平
成2年3月）
アルジェとオラン一 A.カミュの小説の舞台を訪ねて② （「周辺」第6号，平
成2年10月）
本田忠雄
Marie de FRANCE における tutoiementとvouvoiement(「仏語・仏文学」第
18号，平成元年12月）
円尾健
デカルトをめぐって一フランス十七・十八世紀に関する比較文化史的考察 I―
（関西大学仏文学会口頭発表，平成元年12月）
丸瀬康裕
ポードレールの散文詩における多重化する《je》—散文詩「旅へのいざない」
を中心に（「フランス語フランス文学研究」 N°55, 日本フランス語フランス文学
会，平成元年10月）
春と詩人一中原中也論のために（「詩論」第13号，詩論社，平成2年6月）
村尾和枝
語らぬ愛―ーアルペール・カミュにおける母親の位置ー（「千里山文学論集」
第41号，平成元年12月）
64 
山村嘉己
土星びとの歌一ヴェルレーヌ評伝（関西大学出版局，平成2年3月）
P. エマニュエル「ボードレール（改訂版）」（ヨルダン社，平成2年6月）
象徴主義l 序章象徴主義は死んでいない（関大生協「書評」 92,平成2年6
月）．
象徴主義2 第1章象徴主義とは（その一）（関大生協「書評」 93,平成2年
9月）
世紀末における愛と性（講演）（大阪市婦人会館，平成2年6月）
女として読み，書くこと（講演）（大阪市婦人会館，平成2年10月）
米谷鰤洋
「時間割」のエクリチュールとレクチュール（「近畿大学教養部研究紀要」第22巻
第1号，平成2年7月）
和田ゆりえ
アウラ・ヒステリカーパリ精神病院の写真図像集（共訳）（リプロポート，平
成2年9月）
修士論文題目
（平成2年3月）
加藤 透 現代フランス語における不定詞の用法について
後記
本学会の平成2年度研究発表会及び総会が12月15日千里山学舎AV教
室で開催され，引き続き場所を生協食堂に移して懇親会が開かれた。研
究発表会では， 3名の方が日頃の研鑽の成果を報告され，質疑応答が交
わされて，有意義な時を過すことができた。発表者の氏名と題目は次の
通りである。
武本雅嗣 17世紀のフランス語における虚辞の neの用法について
笹倉塩子 La Fontaineにおける前置詞enについて
柏木治 1820年代のスタンダール＿『アルマンス』に向けて
今後とも会員諸氏の一層のご活躍を期待している。
（小方厚彦）
65 
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し，事務所を関西大学文学部フラン
ス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と，こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語・仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその
卒業生
3. 関西大学文学部フランス文学科学生，およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
c. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語・仏文学」等の配布をうけ，その他本会の行
なう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
?
語・仏文学
1 9 9 0年 12月 20日発行
第19号
編集•発行
印刷所
関西大学仏文学会
吹田市山手町
関西大学
フランス文学研究室
アテネ出版印刷株式会社
大阪市東住吉区桑津3-13-18
電話 06-713-0471番＜代＞
（非売品）
